
GReddy ラジエーターホースアタッチメント
本製品は、車両の水温の状態を確認するためのセンサーを、ラジエーターアッパーホース
へ簡単に取付けできるアタッチメントです。

本製品の取付け・配管作業は、本来専門の教育を受けた整備士が行うべき作業です。専門外の方
が作業されると、ケガや火傷の可能性があり危険です。
走行直後等、エンジンが熱い時の作業は火傷等の可能性があり、大変危険です。必ず、エンジン
が冷えてから作業を行って下さい。
取付け箇所・取付け方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにして下さい。誤った取付け箇所・
取付け方法は、脱落を招き、車両破損の原因となり大変危険です。
センサー取付け作業を行う際は、水漏れを起こさない様にシールテープ等を巻き、確実に取付け
て下さい。水漏れは、エンジン破損の原因となり大変危険です。
走行前には、必ずホースやアタッチメントに水漏れがないか点検して下さい。水が漏れたまま走
行すると、エンジン破損を引き起こす可能性があり大変危険です。

注意

警告

取付け方法
20mm

カットする

〜〜〜

ラジエーターホース
アタッチメント

センサー本体

シールテープを巻く

〜〜〜 純正ホースバンド

付属の

ホースバンド

ホースの直線部分又は取付け部分のみ直線的になるようにホースをカットし
て下さい。アタッチメントのセンサー取付け部の長さ分、現車と合わせて少
しづつカットして下さい。（約20mmを目安として下さい。）

センサー取付け部の向きを
決め、ホースを取付けま
す。センサーネジ部には必
ず、シールテープ等でシー
ル処理を行って下さい。

ホースのエンジン
側とラジエーター側
は純正のホースバンド
を再使用し、付属のホー
スバンドは、アタッチメン
ト側に使用して下さい。

取付け後の注意
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定期的に冷却水の量、漏れ等が
ないか、確認して下さい。
尚、ご不明な点がございましたら、
弊社までご連絡下さい。

ラジエーターアッパーホースを外すと冷却水が出てきますので、受け皿と補充用クーラントをご用
意下さい。
作業終了後には、必ず冷却水の量、漏れ等が無いか確認して下さい。
センサー本体のスプリングカバー部には急な曲げ、ひねり等を加えないようにするために、
センサー取付け部の向きをよく検討されてから取付けを行って下さい。
経年変化等により、ラジエーターホースとアタッチメントのサイズが合わない場合があります。
本製品は切削加工品の為、加工箇所に気をつけて作業を行って下さい。
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